
(研究内容・成果)

１．線織面の特異点の研究について

線織面とは３次元空間内の直線の１パラメーター族であり、一般に特異点を持つ。線叢など、次

元やパラメーターづける図形を一般化した対象も考えられ、これらも一般に特異点を持つ。これら

の特異点を研究している。

これらのジェネリックな特異点に対して、余次元２以下の平面の１パラメーター族のジェネリッ

クな特異点を決定し、それをもつ必要十分条件を与えた。線叢のジェネリックな特異点を決定した。

円織面の特異点に関しても微分幾何学的な見地から研究を行い、ある円の全ての点が臍点となる

場合の円織面の特異点はカスプ的交叉帽子となることなどがわかった線叢の場合、法線叢とは限ら

ない場合でも焦曲面に対してイソロトピックリフトが構成できることを示した。

また、線織面の線を曲面上の模様ととらえ、模様付き特異点として研究を行い、曲面の場合のジェ

ネリックな特異点の分類を得た。これらの特異点の数に関して、多様体のトポロジー的な量と関係

する合同式を得た。

２．ボロノイ図の分岐の研究について

ボロノイ図とは有限個の点集合からの距離に関するポテンシャル関数の特異点集合であるが、数

学のみならず工学・生物学・デザインなどの分野からも注目される重要な対象である。

ボロノイ図に対してコントロール点が動く場合のボロノイ図の変化をジェネリックに分類し、そ

れを結び目理論に応用した。また、可微分写像の開折の理論を応用し、ボロノイ図のドロネー・サ

ドルグラフが変化するための条件を得た。

　３．波面の特異点について

波面とは特異点をもつ超平面のあるクラスである。曲面に曲率が一定などの強い条件を課すとこ

のクラスになることが多い。近年、波面に対して特異点を含めて大域的な挙動を調べると、興味深

い研究対象になりうることがわかってきた。

波面に対して、イソトロピックリフトを持つが波面にはならない写像がカスプ的交叉帽子を持つ

ための必要十分条件を得た。これを応用し、ミンコフスキー空間内の特異点付きの極大曲面のジェ

ネリックな特異点と、ド・シッター空間内の平均曲率１の特異点付きの曲面のジェネリックな特異

点はカスプ辺、スワローテイル、カスプ的交叉帽子であることを示した。高次元の波面に関して、

これまで得られていたカスプ辺とスワローテイルの判定法を一般化し、n-特異、n-非退化という概

念を導入し、これらを利用することにより、ある関数の写像の退化方向に関する高階の微分の項を

見ていき、初めて 0にならない項が現れた階を見るだけでよいというA型の特異点を持つための計

算が容易な必要十分条件を得た。

1



(2005年度研究活動報告)

• 模様付き曲面のジェネリックな特異点の分類を得た。これらの特異点の数に関して、多様体

のトポロジー的な量と関係する合同式を得た。

• 線叢の場合、法線叢とは限らない場合でも焦曲面に対してイソロトピックリフトが構成でき

ることを示した。

• 円織面の特異点に関しても微分幾何学的な見地から研究を行い、ある円の全ての点が臍点と

なる場合の円織面の特異点はカスプ的交叉帽子となることなどがわかった。

• ボロノイ図のドロネー・サドルグラフが変化するための条件を得た。

• 写像がカスプ的交叉帽子を持つための必要十分条件を得た。

• ミンコフスキー空間内の特異点付きの極大曲面のジェネリックな特異点と、ド・シッター空

間内の平均曲率１の特異点付きの曲面のジェネリックな特異点はカスプ辺、スワローテイル、

カスプ的交叉帽子であることを示した。

• 高次元の波面に関して、これまで得られていたカスプ辺とスワローテイルの判定法を一般化

し、ある関数の写像の退化方向に関する高階の微分の項を見ていき、初めて 0にならない項

が現れた階を見るだけでよいというA型の特異点を持つための計算が容易な必要十分条件を

得た。
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